
 
 

（７）水道事業会計決算の状況  

ア 総括事項  

平成２９年度の水道事業は、平成２２年度に策定した流山市水道事業基本計

画（平成２３年度～平成３２年度 ）（以下 「基本計画」という。）における「市民への

安全な水の安定供給をめざして」を基本方針とし、流山市水道事業に係る認可

（以下 「第６次拡張変更認可 」という。）及び平成２７年度に策定した流山市水道

事業経営戦略（平成２８年度～平成３９年度）に基づいて事業を実施した。 

収入面において、給水収益については本市の人口増加に伴い、給水区域内

人口が２．８２パーセント増加し、年間有収水量が２．５１パーセント伸びたことによ

り、平成２８年度に比べ１．６２パーセント（４６，００７，６６９円 ）の増となった一方、

給水申込納付金については、マンション等の建設がひと段落したため前年度に

比べ１６，３２０，０００円減の６９５，７７０，０００円 （税抜 ）となったが、依然として人

口増加傾向にあるため、損益では、１，１２３，３９９，３４６円の利益となった。 

災害時の対応については、応急給水用具等の整備を進めるとともに、緊急時

における適切な対応を行うため、応急給水所に指定している市内小学校の受水

槽給水栓設置が完了し、また市内の事業所等の協力を得て水道給水訓練等を

行った。 

一方、水道事業を取り巻く環境は、１日最大給水量が５３，３００㎥と前年度と

比較し１．１パーセント増加し、給水人口が２．８９パーセントと伸びているが、年間

有収水量は２．５１パーセントの伸びに留まっていることから、前年度に引き続き一

人当たりの給水量は減っている状況となっている。  

運営面において、上下水道局庁舎環境衛生管理業務等及び清掃業務委託 、

浄水場の運転管理業務及び維持管理等業務委託 、給水装置関連及び漏水

修理等業務委託、浄水場及び水道局庁舎警備委託について継続して民間に

委託し、水道利用者の利便性の向上と効率的な運営に努めた。 

 

イ 建設事業  

基本計画及び第６次拡張変更認可に基づき、既設浄水場浄水・配水施設の

耐震化に伴う改修工事を実施したほか、配水管の改良、拡張工事を実施した。 

 既設浄水場の耐震化については、江戸川台浄水場１号配水池及び浄水施設

等の耐震化工事を実施した。 

 一方 、配水施設整備事業は、給水区域の安定した給水と一定の水圧を確保

するため、配水管の口径変更と塩化ビニル管等を、地震に強いダクタイル鋳鉄管

や水道配水用ポリエチレン管に改良する配水管改良工事１０件、延長２,５５４．９ 



 
 

メートルを実施したほか、舗装本復旧工事５件、面積６，３９６．０平方メートルを実

施 した。また、未 給 水 区 域 の解 消 を図 るため、配 水 管 拡 張 工 事 ２件 、延 長 

５６９．０メートルを実施した。 

更に、つくばエクスプレス沿線整備事業に係る配水管拡張工事として、木地区、

運動公園周辺地区、新市街地地区、西平井 ・鰭ケ崎地区、鰭ケ崎 ・思井地区

において前年度からの繰越７件を含む拡張工事８件、延長７，５４５．７メートルを

実施し、安心・安全な水の安定供給追求を図った。 

 

ウ 業務の状況  

平成２９年度末の給水人口は１８６，２４１人で、平成２８年度に比べ５，１４３人

増加し、給水普及率は９８．７９パーセントとなった。 

年 間 有収 水量は１６，８８ ２，１ ９ ３立 方 メートルとなり、平 成 ２８年 度 に比べ 

４１３， ７ ７ ０ 立 方 メ ー ト ル の 増 と な っ た 。 

  また、水道料金等の不納欠損金処理は、２６５件、８０１，４５１円で、平成２８年

度に比べ６３１，９４４円の減となった。 

このほか、給水申込納付金の調定状況は、２，７７９件 、７５１，４３１，６００円 、

臨時給水については、９３３件 、２９，０１８，１１９円となった。 

 

エ 経理の状況  

収益的収入は、４，４００，８５３，６３７円で、平成２８年度に比べ１３５，２５４，９１６円

の増収となった。この主な要因は、退職給付引当金の取り扱いを上下水道局で

統一し、廃止したことにより特別利益としたことによるものである。 

  一 方 、収 益 的 支 出 は、３，１ ９８ ， ７ ５ ６ ， ０ ７ ６円 で、平 成 ２８年 度 に比 べ 

４３，６３２，３５７円の減少となった。この主な要因として、減価償却費及び支払消

費税及び地方消費税が減少したこと、水道メーターの検満交換の件数が前年度

より少なかったこと等によるものである。 

このような状 況 の中 、平 成 ２ ９年 度 の損 益 は、税 抜 きによる収 益 的 収 入が

４， １ ０ ９ ， ３ ９ ７ ， ７ ０ １円、収益的支出が２，９８５，９９８，４５５円で、収入から支

出を差し引くと１，１２３，３９９，２４６円の純利益を計上することができた。 

資本的収入は、３０４，５９５，３１８円で、平成２８年度に比べ８１，４６１，１７７円

の減少となった。その主な要因は、企業債の借入れをしなかったことによるもので

ある。 

この資本的収入のうち、工事負担金３０２，０１９，２００円は、資本的支出のつく

ばエクスプレス沿線整備事業費に充てるため、沿線区画整理事業者との負担協



 
 

定に基づき収入したものである。 

一 方 、資 本 的 支 出 は 、 ２ ， ２ ８ ０ ， ７ ６ ６ ， ０ ３ ９円 で 、平 成 ２ ８年 度 に比 べ

１ ３ ７ ， ２ ３ ０ ， ３ ７ ５円の増額となった。その主な要因は、江戸川台浄水場浄水

施設等改修工事及び江戸川台浄水場配水池改修工事を行ったことによるもの

である。 

 



 
 

オ 議会議決事項  

議  案  

番  号  
件             名  提出年月日  議決年月日  

議   案  

第 ６８号  

平成 ２９年度流山市水道事業会計補正予算

（第１号 ） 
H29.  8.31  H29.10.  2  

議   案  

第 ７１号  

平成 ２８年度流山市水道事業会計決算認定

について 
H29.  8.31  H29.10.  2  

議   案  

第 ２７号  
平成３０年度流山市水道事業会計予算  H30.  2.15  H30.  3.19  

議   案  

第 ２８号  

平成 ２９年度流山市水道事業会計補正予算

（第２号 ） 
H30.  2.15  H30.  3.19  

 

 

カ 職員に関する事項（上下水道事業管理者及び再任用職員を除く） 

職    種  
平成 ３０年 ３月 ３１日  

現在の職員数 （人 ） 

平成 ２９年 ３月 ３１日  

現在の職員数 （人 ） 

増    減  

     （人） 

事 務 職 員  １１ １３ △２ 

技 術 職 員  ６ ５     １  

合 計  １７ １８ △１ 

 


